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202４年度事業計画 

第４号議案 
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事 業 名 事 業 内 容 対 象 者 実施場所等 

（１）特定非営利活動に係る事業 

①福祉相談事業 

【自主】困りごと相

談 

②高齢者・障害者等に対する地域生活支援サービス事業 

【自主】タイムケア

事業 

（介護保険、総合支

援法給付対象者） 

 

 

【自主】分かち合い

サービス事業 

様々な理由で介助や介護・家事援助

等（公的サービスでは対応できない

内容について）を必要とした時にゆ

めじろう事務所、利用者の自宅、町

内各所にて短時間の介助・介護をス

タッフが行う。 

介護以外の生活上のお手伝いを会員

（協力）が有料で実施する。 

町内又は近隣市町

村在住の障害者・

高齢者・児童及び

その家族他生活困

窮者 

 

ゆめじろう事

務所若しくは

利用者宅、町

内各所等 

【目標】引き続き今後の住民互助型サービスのニーズ拡大を踏まえ、相談を踏まえ必要な住民互助

型の支援の在り方について検討していきます。 

③相談支援ケアマネジメント事業 

ゆめじろう居宅介護

支援事業 

（高齢者） 

介護保険制度における居宅介護支援

事業 

町内又は近隣市町

村高齢者及びその

家族 

ゆめじろう事

務所、依頼者

宅、町 内 各

所、電話等 
ゆめじろう相談支援

事業所(障害児者） 

知多南部基幹相談支

援センター 
一般相談支援事業 

特定相談支援事業 

障害児相談支援事業 

障害者総合支援法及び児童福祉法に

おける相談支援事業を利用者の自主

性・中立性・関係機関との連携を十

分に確保しつつ実施する。 

圏域（知多南部３

町）障害児・者及

びその家族 

【目標】  

高齢者：特定事業所加算算定継続による収益の確保を図りつつ、ゆめじろうと繋がる人の暮らしを

応援していきます。引き続き、週1回の会議の開催や、月1回の障害部門相談員との事例検討会に

て、介護保険だけではない制度の理解を深め、ひとりひとりに寄り添った支援を、今までの視点

に＋αできるよう援助の引き出しを増やし、対応力アップを目指します。新規利用者の受入もして

いきます。 

 障害者：わっぱると共同体制の協定を結び、機能強化型１事業所として事業収入を確保するだけ

でなく協力して相談支援体制強化を図ります。また、相談支援事業所連絡会を活用し新規事業者の

参入や相談支援専門員の相談技術向上を行っていきます。自立支援協議会の各町部会にて個別避難

計画の推進他、来る南海トラフ地震に備えを進めていきます。 

ゆめじろう全事業を通じて暮らしの中の困りごとについて必要な相談を行

うとともに、必要に応じ関係機関への橋渡しを行います。 
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④ホームヘルプ事業  

 

 

 

 

 

 

町内又は近隣市町

村高齢者・障害者 

 

 

 

 

 

 

 

利用者宅他近隣

市町村各所 

訪問介護事業 
介護の必要な高齢者に対する身体介護

及び生活援助 

訪問型独自サービス 
支援の必要な高齢者に対する生活援助 

訪問型サービスＡ 
支援の必要な高齢者に対する生活援助 

行動援護 
自閉症等行動障害を伴う障害児者に対

する移動及び日常生活支援 

重度訪問介護 
生活に常時介護を必要とする全身性障

害者への様々な介護・介助 

移動支援事業 

（市町村事業） 

障害児者に対する外出支援  

【目標】 

高齢者部門：新規受け入れを継続して行い、必要時、迅速な対応に努めます。人材確保の為、働きやす

い環境づくりを進めていきます。質の高いサービスを提供できるよう、ヘルパー内研修（勉強会）の充

実を図ります。また、介護員のスキルアップの為、外部研修への積極的な参加体制を整えていきます。  
障害者部門： 

・新たな人材を獲得するための手段を、検討して実行に移します。ＳＮＳの活用なども検討します。 

・移動支援グループ支援型を引き続き行います。グループホーム利用者の休日支援（ヘルパーサービス

利用）については、グループホーム部署とも連携します。 

・支援の質を向上させるため、登録ヘルパーには外部研修への積極的な参加をしてもらいます。  

⑤デイサービス事業 

ひるじろう 

（生活介護） 

 

町内及び近隣障害者に対し日中のつど

いの場・活動・仕事を提供し、自立と

社会参加と自己実現を支援する。 

主に町内障害者 

 

ゆめじろう活動

拠点他 

旧こじろう部分 

（移動支援事業を活

用して実施） 

町内及び近隣の学齢の障害児に対し、

放課後や長期休暇を安全に楽しく過ご

すための場を提供し、地域で生活して

いくための自立支援及び発達支援を行

います。 

主に町内障害児者 

 

こじろう拠点 

【目標】 

ひるじろう：・・新規利用者1名増員 

定員に空きがある状況が続いており、利用者からも話し相手が減ったことで退屈を感じることがあると

いった発言が出ています。事業所内の雰囲気を変える意味でも収入面からも外部に積極的なPR活動をし

ていきます。 

・休止していた外での活動機会の増加 

利用者から「外に出たい」「〇〇に行きたい」という声が聞こえてくるようになりました。年3回行っ

ているお楽しみ会で外出イベントを準備する、日ごろの活動でウォーキングや季節行事を積極的に企画

していきます。  

こじろう：24年度で17年続いたこじろうは幕を閉じます。最後の一年も、これまで通りひとり一人に合

わせた活動・支援をしていきます。次年度以降、他の放課後等デイサービスをご利用予定の方について

は、ご本人が迷うことが無いように引継ぎ等もしていきたいと思っています。  

⑥福祉移送ボランティア事業 

【自主】 

福祉運送（無料また

はガソリン代実費） 

【目標】緊急時にも対応できる支援体制を確保していきます。 

町内及び近隣市町村高齢者・障害者等

移動制約者に対しやむを得ない場合に

限りゆめじろうの車等で移送を行う。  

移動制約者 

（他に方法が無い 

場合に限定）  

町内及び近隣市

町  

障害者居宅介護 
介護の必要な障害者に対する日常生活

支援 
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⑦次世代育成事業 

○子育て相談：相談は、場面の設定は行わず事務所で必要に応じて対応を行ってきます。また町内の関係会

議に参加するなど情報交換等連携を図りながら進めていきます。 

託児等については、分かち合い事業の中で必要に応じて対応していきます。 

⑧高齢者・障害者等に対する社会参加促進等事業 

【自主】ゆめたろうプ

ラザ 

喫茶「ゆめひろば」 

武豊町民会館ゆめたろうプラザ喫茶

スペースにおいてワンデイシェフ方

式により喫茶の運営を行う。 

町民他会館利用者 ゆめたろうプラザ  

【目標】町民会館20周年イベントへの参加、春の音楽祭での飲食物の提供をする 。 

ひるじろう（就労継続

支援Ｂ） 

町内及び近隣障害者に対し日中の活

動・仕事を提供し、自立と社会参加

と自己実現を支援する。 

主に町内障害者 ゆめじろう活動拠点

他 

【目標】 ひとりひとりの強みを引き出し活かせる活動の創出。 

利用者増にむけてチラシ作りと関係機関への周知。 

安心素材でつくる製品の品質の維持。  

【自主】フリースペー

ス事業  

○ゆめじろう茶屋 

ゆめじろう事務所フリースペースや

ゆめじろう茶屋を利用し、住民交流

を目的とした活動を行う。 

活動場所を必要としている団体等に

対し場所の貸し出しを行う。 

町内、高齢者、障

害者、こどもを含

む町民 

ゆめじろう、ゆめじ

ろう茶屋等 

【目標】固定化された方のみならず、いろんな人が立ち寄りやすい場をもち、地域の輪を広げていきたい。

介護や暮らし辛さなどの身近な問題への課題に対して、どう向き合っていったら良いのか、いろんな人から

の知恵の出し合いができる場所作りをしていきます。 

⑨地域福祉啓発・研修事業 

○龍宮まつり 

○ゆめじろうくんコ

ロッケカーの出動！ 

○ゆめたろうスマイル

マラソン 

○サービスラーニング 

○フードバンク＠ちた 

○きのこプロジェクト 

〇たけのこプロジェク

ト 

○ゆめにてぃ 

地域住民に対し高齢者福祉・障害

者福祉・次世代育成・まちづくり

等に関する参加協力、情報発信、

イベント・講座・講演会等を実施

する。また、町の福祉計画、総合

計画等の策定に協力をする。 

地域住民 町内各所 

【目標】地域啓発活動についてはコロナ禍以前に実施していた内容を再開するのではなく、社会の変化に合

わせ必要なものとそうでないもの、形を変えて行っていく必要があるものなど内容の再検討を行う。そのう

えで現在の団体の体力に合わせ優先順位を付けたうえで実施していく。 
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⑩短期介護事業 

地域生活支援拠点 

①緊急一時的宿泊 

②体験的宿泊 

宿泊を伴う介助・介護

（外出、入浴、排泄、食

事等を含む）を実施す

る。①については～２泊

３日 ②については1泊２

日とする。 

町内または近隣市町の障

害者（主にゆめじろう通

所サービス利用者） 

グループホーム 

ひるじろう 

こじろう等法人事業所 

【目標】4月からの法改正により、今後の方向性がはっきりわからない状況です。国から市町村に対

し「地域生活支援拠点等・ネットワーク運営推進事業実施要項」が出されていますが、これについて

担当課に内容の確認を行います。これまで積み上げてきた経験等が無駄にならないよう、関係各所と

協力しながら事業の継続を行いたいと思います。 

⑪障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援する為の法律に基づく障害者福祉サービス事業 

共同生活援助 障害者に対し小人数で

生活するための住居と

必要な支援を提供す

る。 

町内または近隣市町の

障害者 

ゆめじろうグループ

ホーム 

【目標】・引き続き8人のメンバーが自分で出来ることは自分でやり、自立して生活が出来るように

支えていきます。 

・季節の変化を大事にし、ピクニックや花見など、週末の余暇活動を充実させます。地域のイベント

や行事の参加をしていきたいと思います。 

・引き続き体験的宿泊の受け入れをしてきます。 

・地域との連携を目的に行政、地域を巻き込んで地域連携推進会議を開催します。  

⑫介護保険法に基づく事業 居宅介護支援事業、訪問介護事業 

③相談支援ケアマネジメント事業、④ホームヘルプ事業参照 

⑬児童福祉法に基づく事業 放課後等デイサービス 

⑭生活援助体制整備事業 

生活支援コーディネー

ト事業 

総合事業における地域

課題の把握や地域に必

要な資源開発などの提

案を行う。 

地域住民 各種相談 

ゆめ市など 

【目標】 

0から100歳の地域包括ケアの推進に向けて、武豊町や社会福祉協議会とも連携しながら取り組んでい

く。また、自主事業を通して地域住民とのつながりを深める。 

⑤デイサービス事業参照 
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委員会名 活動内容 

安全衛生・感染症

予 防（コ ア 会

議）・ハラスメン

ト委員会  

１２回/年 

スタッフの健康・メンタルヘルス及び危険への配慮他、感染症対策

の方針検討等行います。また、事業所内のハラスメント対策の方針

決定と防止対策、発生時の必要な措置を行います。 

ハラスメント防止マニュアルの作成他、研修委員会と協力して研修

を実施（年に1回） 

虐待防止・身体拘

束適性化委員会  

  

３回以上/年 

令和４年度より義務化された委員会で、虐待防止のための研修や職

場環境の改善、虐待が疑われる案件が発生した際の検証等を行いま

す。 

令和4年度より身体拘束適正化委員会と合わせて実施する。 

虐待防止研修を研修委員会と協力して実施（年1回） 

防災対策委員会 

  

  

６回以上/年 

防災マニュアルやBCP（感染症も含む）の作成・変更他、防災及び

BCPに関する研修（年1回以上）と訓練（年1回以上）や防災備品の

管理等を行います。 

感染症予防発生時の対応訓練（シュミレーション）を研修委員会と

協力して開催（年1回） 

研修委員会 

  

  

１２回/年 

月に1回実施するスタッフ研修の年間計画作成・講師との交渉・実

施を行います。 

ハラスメント、虐待防止、感染症予防発生時の対応訓練を各委員会

と協力して実施 

※本年度は委員会の他、各部署に月担当を割り振る。 

情報発信委員会 

通信は４回/年 

その他は随時 

年に4回発行する「通信ゆめじろう」の発行他、ホームページの管

理やSNSでの情報発信、掲示板掲示物の管理などを行います。 

地域啓発委員会 

  

  

  

４回以上/年 

ゆめじろうがまちづくりや地域福祉増進の観点から地域貢献を行っ

ていくことを進める委員会です。現状はコロッケカーの派遣やコ

ロッケ販売が中心になっていますが、地域の必要な会議や福祉祭り

等へのイベントへの参加とフードバンクの窓口業務も行います。 

回覧板を確認し回す。 龍宮祭り窓口業務 

美化及び職場環境

改善委員会 

１２回/年 

事業所及び職場環境の美化・整理等を行います。通常の整理・清掃

業務については個人レベルでも行うこととし、それらが実施される

よう声掛け等の啓発ほか、粗大ごみの処理、区ゴミ捨て場の清掃当

番も行います。 

イベント及び職場

アメニティ委員会 

3回/年 

スタッフの福利厚生に資するイベントの企画、実施他、あいさつ奨

励運動など職場がスタッフだけでなく来訪者にとっても快適な環境

となるよう取り組みを行います。 

コンプライアンス

担当 

毎年秋から、愛知県の出している実地指導用の点検表に基づいて事

業の各事業の点検を行なう。 

生産性向上のため

の業務改善委員会 

 

３回以上/年 

 

☆令和６年度新規 

処遇改善加算算定に伴う法人全体の業務の見直しを行います。①職

場環境の整備 ②業務の明確化と役割分担 ③手順書の作成 ④記

録・報告書様式の工夫 ⑤情報共有の工夫 ⑥ＯＪＴの仕組みづく

り ⑦理念・行動指針の徹底（介護保険より参照） その他、業務

改善が必要お思われることについて現状把握と対策を考え法人全体

で行えることを目的とします。 
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地域生活支援拠点 

運営委員会 

地域生活支援拠点整備における①緊急一時的宿泊、②体験的宿

泊、③コーディネート事業について相談、支援センター(ヘル

パー・旧こじろう)、ひるじろう、グループホームによる運営委員

会方式で進めていく。また、本体制が知多南部地域に普及してい

くよう報告提言を行っていく。 

 �始まる前は全員の笑顔を確認したうえでスタートしてください。 

①実施に当たっては年間計画を作成するとともに定期的に実施を行っていくため進行

管理及び日程調整担当を1名必ず設ける。 

 ②連絡については、メール他ラインワークス等の活用をお願いします。 

 ③Zoomを積極的に活用ください。 

 ④会議の開催時間は原則60分以内、会議の目的、議題、議論の執着目標を明確にする

など会議の準備を行い、効率的に実施してください。 

 ⑤会議前に2分程度雑談タイムを設けるなど、意見の出やすい雰囲気づくりを行って

ください。 

 ⑥Dから始まる「でも～」「だって～」「できない」「だめ！」などのマイナス発言

は禁止し、相手の意見を尊重しつつ合意形成を図ってください。 

 ⑦他人の発言に対するコメントだけでなく、それに代わる自分の意見も必ず出してく

ださい。 

【実施に当たっての留意事項】 


